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非血縁間さい帯血移植状況（2013年10月1日現在の速報値）

2012年10月
　～2013年9月
累計数　1131

2011年10月
　～2012年9月
累計数　1175

～～

移植数（累計） 公開数10106 20409

※複数さい帯血移植数を換算しています。
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8月29日に移植1万例を
世界で初めて突破

　わが国におけるさい帯血バンクを介
したさい帯血移植は、本年８月28日に
は累計で9990例となっていましたが、
翌29日には11例の移植が実施されて
10,001例となり、１万例を突破しまし
た。日本さい帯血バンクネットワーク
では９月２日に厚生労働省記者クラブ
で記者会見を開いて、この歴史的な記
録を発表しました。
　日本のさい帯血移植は日本さい帯血
バンクネットワークが発足する２年前
の1997年に神奈川臍帯血バンクが提供
したさい帯血が横浜市立大学病院で小
児の白血病患者に移植されたのを第１
例目として、その後16年という期間で
ついに１万例という大台に乗ることに
なりました。ちなみに、１千例に達す
るまでには６年間、５千例になるまで

に11年間を要していました。2010年か
らの移植数は全国で年間1000例を超え、
現在では年間1100 ～ 1200例ほどのさ
い帯血移植が実施されています。
　かつては移植対象患者は小児がほと
んどでしたが、成人患者にも移植が行
われるようになり、さい帯血バンクが
より細胞数の多いさい帯血の保存に努
めたことにより、体重の重い成人にも
移植が広く行われるようになりました。
さらに、骨髄非破壊的前処置という新

たな移植術（ミニ移植）が導入された
ことによって、これまで移植できな
かった高齢患者にもさい帯血移植が積
極的に行われるようになり、2003年か
らは飛躍的に移植数が増大して今日に
至っています。
　これほど多くのさい帯血移植が行わ
れているのは世界でもわが国が断然群
を抜いており、１万例突破も世界で最
初ということになりました。

　各さい帯血バンクの採取施設・産科
病院などでは、妊婦さんたちにさい帯
血の提供を呼びかける際に、さい帯血

バンクとさい帯血移植を理解していた
だく一環として、ビデオをご覧いただ
いています。しかし、これまでに使っ
ていたビデオは10年前に制作したもの
で、内容的にも一部は古くなった部分
もありました。このため、日本さい帯
血バンクネットワークではこの広報用
ビデオを改訂することにして、新たな
DVDの制作を進めていました。
　このほど新しいビデオが完成し、９
月28日の１万例突破記念大会の懇親会
の席で試写が行われました。新ビデオ
は、さい帯血バンクのマスコットキャ
ラクター・きずなちゃんが登場し、ナ
ビゲーターを務める内容です。時間は
７分40秒ほど、10月中にはDVDのかた
ちでプレスされたものが完成して配布
される予定です。

新しい広報ビデオ完成



移植1万例突破記念大会に150名
　2013年のさい帯血バンク推進全国大会は、8月29日にさい帯血移植例が世界に先駆けて1万件を突破したのを記念し「さらな
る飛躍へのステップ」と題して9月28日、東京・田町で開かれました。

来賓挨拶と事業報告
　大会は、自身もさい帯血を提供した
経験のあるフジテレビの木幡美子さん
の司会でスタート。日本さい帯血バン
クネットワーク加藤俊一会長が主催者
代表の挨拶、来賓として厚生労働省、
日本赤十字社、さい帯血国際患者支援
の会、骨髄移植推進財団、全国骨髄バ
ンク推進連絡協議会から祝辞をいただ
きました。
　続いて１万例のあゆみと事業報告を
加藤剛二事業運営委員長が行いました。

タイムカプセルと
記念講演

　１万例突破を歴史的に後世に伝える
ため各バンクなどからメッセージや資
料・品々などを収納したカプセルを封

印し、展示される虎の門病院血液内科
の谷口修一部長へ加藤会長から引き渡
されました。開封は２万例突破時、果
たしていつになるのでしょう。
　つづいて記念講演として、まず済生
会京都府病院産婦人科部長・加藤淑子
さんが採取現場の立場から「質の高い
さい帯血の採取をめざして」という
テーマで、いかに質の良いさい帯血を
少しでも多く得るために現場ではどの

ように工夫・努力してい
るかを紹介していただき
ました。
　次に京都大学iPS細胞
研究所副所長・中畑龍俊
さんが「さい帯血中の造
血幹細胞発見の秘話と最
近のiPS細胞研究」とい
うテーマで、世界的発見
時のエピソードと、iPS

細胞を利用した再生医療の最新の動向
について紹介していただきました。な
かでも興味深かったのはiPS細胞をつ
くるには多大なお金と時間がかかるの
で、将来的にはさい帯血から作った
iPS細胞をストックしておくことが必
要になるだろうというお話でした。

１万分の１の体験
　記念講演のあと、さい帯血移植を体
験した患者さんとその家族の方々によ
り「私たちの１万分の１の体験」が開
かれました。
　パネリストは、新井誠治さん、名川
一史さん、巽良仁さん、村上貴公・節
代さんご夫妻の５名。新井さんは悪性
リンパ腫で片脚を切断しましたが、移
植後はアンプティサッカーの日本代表
として活躍されています。名川さんは
息子さんが小学１年生のときに急性リ
ンパ性白血病となり移植しましたが、
現在は元気に高校生活を送っています。
巽さんは長男の良道さんが高校生で急
性リンパ性白血病を発病、さい帯血移
植をしましたが、２年後に亡くなられ
ました。村上貴公さんは67歳で骨髄異
形成症候群により移植、その後は日本
の3000ｍ級の山々をすべて踏破してい
ます。闘病体験やそれぞれの思いを
語っていただきましたが、とりわけ巽
さんの息子さんが書き残した手記が読
み上げられたときには会場中の参加者
が粛然として聞き入り、中には目頭を
押さえる人もありました。



兵庫バンクが提供見合わせに
　兵庫さい帯血バンクでバッグの破損
事故が起きていることは本誌前号でお
知らせしましたが、その後、兵庫さい
帯血バンクが保存しているさい帯血の
提供を見合わせ、日本さい帯血バンク
ネットワークでは兵庫さい帯血バンク
が保存するさい帯血の公開を停止する
事態に至っています。
　８月19日付けで厚生労働省臓器移植
対策室長は、兵庫さい帯血バンクに対
して、バッグ破損に気付かなかった場
合、無菌性が担保されていないさい帯

血が移植されるおそれがある──とし
て原因究明とともに、原因が判明し、
抜本的対応策をとるまで、さい帯血出
庫の見合わせを要請しました。同時に
日本さい帯血バンクネットワークに対
しては、兵庫さい帯血バンクの保存す
るさい帯血情報の公開を中止するよう
要請がありました。
　これにより、わが国のさい帯血バン
クシステムで、今年３月には３万あっ
た検索対象のさい帯血は、東海大学さ
い帯血バンクの公開取り消しもあった

ことから、２万へと減少する事態を迎
えています。
　一方、厚労省では各移植施設（病院）
に対して同様の事象がないか調査を実
施しています。また、日本さい帯血バ
ンクネットワークでは各さい帯血バン
クで出庫前に同様の事象が起きていな
いかを調査中です。また、兵庫さい帯
血バンクで保存バッグの破損は1999年
８月以降で百数十件に上ることがわか
り、兵庫さい帯血バンク内に原因を調
査する委員会が設置されました。

　　　　バッグが破損するってどういうこと？

　さい帯血の凍結バッグの破損は
製品そのものに起因する以外では、
様々な工程（調製・保管・輸送等）
で起こる可能性があります。
　調製・保管時に充填量が多すぎる
と、凍結時に膨張して破損したりし
ます。凍結バックは移植用さい帯血
の大室と検査用の小室とに分れてい
ますが、それをつなぐ液連絡路（写

真①のA）や注入後のチューブ（写
真①のB）のシーリング（加熱圧着）
時にピンホール（極小の穴）が開い
ていると、凍結中にそこから液体窒
素が流入して、液体窒素タンクから
取り出した時に液体窒素が気化する
ことにより破損します。
　液体窒素は-196℃で気化して体積
が約700倍に急激に膨張します。解

凍時、ピンホールから抜ける窒素よ
りも膨張が早いとバッグが破裂した
り膨張したりします。また、凍結バッ
グの落下等で物理的に破損する場合
があります。
　破損したバッグのさい帯血は移植
に使えなくなることがあるので、取
り扱いには注意が必要です。

①さい帯血保存時最終形態の例 ②凍結した状態の凍結バッグ ③物理的要因やピンホールから流入した液体窒素によ
る破損（故意に破損させたもので実際とは異なります）

解説

A

B



も最新の施設に一新されることになる
ようです。そんな新しい環境の中でさ
らにさい帯血移植は増えていきそうで
す。

最も歴史ある老舗
　大阪府立成人病センターで最初の移
植（血縁者間骨髄移植）が行われたの
は1976年という記録が残っていますが、
これは日本で最も古い移植施設のひと
つであることを示しています。大阪に
おいてのガンと循環器疾患の専門病院
として、この病院での造血幹細胞移植
は血液・化学療法科が行っていますが、
27床ある病棟はほぼ常に満床状態だそ
うです。最近では年間30例以上の移植
をコンスタントに行っています。

半数はさい帯血移植
　2010 ～ 2012年の３年間では78例の
同種移植を実施していますが、このう
ちちょうど半数の39例がさい帯血移植
でした。残りは、19例が骨髄バンクを
介した骨髄移植、20例が血縁者間の移
植でした。移植全体の中で、さい帯血
の割合が移植細胞ソースの中で少しず
つ増えて来ています。石川淳部長は「移
植の絶対適応があって、時間的余裕が
ないなら、適当なさい帯血があればさ
い帯血移植を選択することになります
ね」とすぐに実施できるさい帯血移植
が増えてきた原因を考えています。

生着不全の頻度は低い
　さい帯血移植の成績も「骨髄移植に
劣らないという感触があります。それ
に、慢性GVHD（移植免疫反応）が圧
倒的に低いので、骨髄移植の患者と比

�大阪府立成人病センター

移植後QOLの高い
さい帯血に期待

訪問訪問

較して移植後のQOL（生活の質）は
ずっと良くて、皮膚などもきれいです
よね」と感想を石川部長は語ります。
また、さい帯血移植のデメリットと指
摘されている生着不全について、成人
病センターではこれまでに行った97例
（2013年10月まで）中で３例あるだけ
で「頻度はそれほど高くない」として
います。

老舗も近く衣更え
　最近の移植病院の施設的な特徴は病
棟全体が無菌化され、移植患者さんに
無菌室の圧迫感を感じさせない構造が
主流ですが、歴史ある成人病センター
の移植は今でも1980年に６床が作られ
た昔ながらの無菌室で行っています。
とはいえ、大阪府立成人病センターで
は2016年度の完成に向け新築移転計画
が進行中で、血液・化学療法科の病棟

　大阪の成人病センターといえば、わが国における骨髄移植やさい帯血移植の世界では老舗のひとつです。移植を始めてから
は休むことなく、造血幹細胞移植に取り組んできた関西を代表する移植病院です。成人病センターでも、移植全体の中でさい
帯血が占める役割は、ここのところ大きく伸びてきています。

■善意のお気持ちに感謝します■
和歌山県　細井裕樹様� 50,000円
大阪府　　福田博行様�  20,000円
神奈川県　船津五十一様�  10,000円
埼玉県　　大寺信行様� 6,000円
神奈川県　田中栄一様� 5,000円
　　　　　匿名希望� 5,000円
　　　　　クラチミノル様� 100,000円
　　　　　ノグチケンイチ様� 50,000円
　　　　　ミシナマサヨシ様� 10,000円
■さい帯血移植1万例突破記念事業へのご寄付■
ヤンセンファーマ株式会社�100,000円
大日本住友製薬株式会社� 50,000円
田辺三菱製薬株式会社� 30,000円


